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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２３年９月１９日 日本鉄道労働組合連合会 

地域活性化ボランティア活動 
 

 
 

 

９月 16日～17日、ＪＲ連合は 2008年から交流のある、

山梨県早川町での地域ボランティア活動を再開した。 

2019 年に実施した活動を最後にコロナ禍で中断してい

たが、この間地元の保地区との協議を継続し、今回４年

ぶりの再開が実現した。 

従来は早川町のＮＰＯ「日本上流文化圏研究所（上流

研）」と連携し、20名規模で実施していたが、今回からは早川町役

場と連携して実施することとなった。再開初

回となる今回は、内局役職員７名により２日

間かけて活動した。 

初日は、集落の山側を囲む獣害防止柵が雑

草で覆われているため、参加者全員で柵周辺の草刈りや柵に絡みつ

いたツル取りなどを行った。２日目は、ＪＲ連合と地元参加者を組

み合わせてチーム編成し、用水路の周辺整備、耕作放棄地の整備、

公民館近辺の環境整備等、この日も草刈りを中心に活動した。 

作業終了後は、地元保地区の皆様との昼食懇談会も実施し、来訪

した辻一幸早川町長からも感謝と激励の挨拶を受けた。保地区の住

民も久しぶりの再会に頬を緩ませていた。 
 
ＪＲ連合は、ＪＲ産業が社会の支えがあって

成り立っていることを今一度認識し、今後も地

域社会に必要不可欠な存在であり続けるため

に、引き続き「ＪＲ連合ビジョン」で掲げると

おり、社会とつながり、地域とつながり、他産

業・労働組合の仲間とつながっていく。 
 

 

 

激励の挨拶に訪れた 
辻一幸 早川町長 


